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経営者や会社のキーマンを失っ

た衝撃は、万一のその後にやって

きます。例えば、赤字でない会社

が、全額損金プランの生命保険で

2億 円の保険金を受け取 り、ご遺

族に3000万円の死亡退職金を払い、金融機関に1

億円の借入金を返済したとしましょう。

雑収入により2億 円の利益が発生、死亡退職金

により3000万円の損金が発生 します。借入金返済

1億円は損金にならず、利益は 1億7000万円。会

社の手持ち現金は7000万円となります。法人税の

実効税率を、仮に40%と すると、これ以外に利益

や損失がないとすれば、6800万円の法人税となり

ます。つまり、会社に残る現金は、わずか200万

円となってしまいます。

保険金収入は、あくまで臨時的なことです。上

記の例の場合、これから先の売上の減少や従業員

の給与などに対 して、生命保険が最適な解決策だ

つたといえるでしょうか。生命保険金を一括で受

け取ったことで、こんな悲劇が起こることをよく
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考えておきたいものです。

実は最近、このことを解決するための画期的な

保険が発売されていることをご存じだろうか?何

が何でも一括で保険金を受け取るのではなく、会

社の状況に応じて月々決まった額を、保険期間満

了時まで受け取れるタイプの新しい保険ができて

います。更にこの保険、うれしいことに会社の状

況にあわせて一括受け取りもできるとのこと。ま

た、保険を2本 に分割することで、更に柔軟性を

持たせることも可能です。

当然、保険料は所定の方法で損金処理できます。

多額の税金を一度に納めた結果、有効活用できる

現金が少なくなってしまう例に比べ、毎月安定し

た資金を受け取ることができるので、事業の安定

化のための資金対策としては有効な保険商品とい

えるでしょう。

ただしこの保険、発売している会社が限られて

います。この誌上で明記することはできませんが、

最寄りの保険代理店に問い合わせる価値はあると

思います。
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